
研究のねらい

量子センシングという新しい技術であるダイヤモンド量子磁気センサをコア技術とし、従来技術の
延長線上では実現できない感度と分解能を持つ、小型なNMR装置の開発を目指しています。本開発によ
り、将来的には１分子レベルでの計測が見通せるようになり、ライフサイエンスを含め様々な分野に
も適応可能で、極微量試料を対象とした分析装置の開発に貢献します。

研 究 内 容

技術を社会へ - Integration for Innovation

研究のポイント

●量子センシングのための高品質同位体ダイヤモンド単結晶の合成技術を開発
●超高感度ダイヤモンド量子磁気センサへ応用可能
●量子センシング方式によるデスクトップ型NMR装置の開発に貢献

ダイヤモンド量子磁気センサーを用いた
デスクトップサイズNMR装置の開発
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